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1 はじめに

近年普及している Twitter や Facebook といった
SNS（Social Networking Service）は様々な人々や
自治体に利用されており，それらの投稿を解析する
ことで，実社会の情報を取得できる．本研究では，
SNSの投稿を解析するプログラムを社会センサ，解
析結果を社会センサデータと呼ぶ．例えば，地震と
いうキーワードが含まれた Twitter のツイートを解
析して地震を検知する手法が提案されており [1]，こ
の手法における，ツイートの解析のためのプログラ
ムが社会センサ，地震を検知したことと，その場所
や時刻が社会センサデータとなる．
筆者らの研究グループでは，社会センサや社会セ
ンサデータをユーザ間で共有するために，社会セン
サデータ生成・共有基盤である S3 システムを開発
している [2]．S3 システムでは，ユーザは SNSの解
析処理関数を記述した SSFD，社会センサの定義を
記述した SSTD，社会センサデータの出力に関して
記述した SSOCをシステムにアップロードする．S3

システムが三つのファイルから社会センサを作成し，
社会センサデータを生成する．
SNSへ連続的に投稿されるデータを，データが投
稿される（ストリーミングデータが発生する）毎に
解析することで，地震に関するツイートが投稿され
てから短時間で地震を検知するといった，リアルタ
イムな社会センサデータの生成につながる [3]．しか
し既存の S3 システムでは，ストリーミングデータ
の発生頻度が高い場合，解析を行えず，社会センサ
データをリアルタイムに生成できないことがあった．
そこで本研究では，S3 システムのためのストリーミ
ングデータ処理機構を提案する．提案する機構では，
ストリーミングデータの受信モジュールを追加する
ことで受信と解析を並列に実行し，社会センサデー

A Streaming Processing System for a Platform for

Generate and Share Social Sensor data
∗Keisuke Nakashima, Masahiro Yokoyama, Tomoki

Yohishisa, Takahiro Hara
†Graduate School of Information Science and Technol-

ogy, Osaka Univerity
‡Cybermedia Center, Osaka Univerity

センサ名 WINDOW
TYPE

WINDOW
SIZE

SLIDING
SIZE

社会センサX COUNT 200 50

登録センサリスト

ストリーミングデータバッファ

data data data ・・・データ取得部 データ送信部

登録
受付部

社会センサ

・
・

ストリーム

図 1 ストリーミングデータ処理機構の構成

タ生成までの遅延を短縮させる．

2 ストリーミングデータ処理機構

2.1 機能要件
S3 システムにおいてデータの受信と解析を並列に
行うことで，社会センサが SNSへの投稿を解析して
いる間も SNSで発生するストリーミングデータを受
信できる．そこで，本研究では，解析と並列に受信を
実行できるストリーミングデータの受信モジュール
を追加する．受信モジュールには，受信したデータ
を解析するために，データを社会センサへ配布する
機能と一時的に蓄える機能が必要となる．また，受
信したデータの配布先を提案機構に伝えるため，配
布先となる社会センサを登録機能する機能が求めら
れる．
2.1.1 システム構成
図 1 にストリーミングデータ処理機構のシステム
構成を示す．各構成要素を以下に説明する．

データ取得部
SNS からストリーミングデータを常に受信し，
ストリーミングデータバッファに格納する．

データ送信部
登録センサリストに従ってストリーミングデー
タバッファのデータを社会センサに配布する．

ストリーミングデータバッファ
データ取得部によって取得されたストリーミン
グデータを一時的に保持する．

登録受付部
ストリーミングデータの配布先である社会セン
サの登録を受け付ける．

登録センサリスト
社会センサの情報を保持する．センサ名には社
会センサの名前を保持する．WINDOWTYPE
にはウインドウの種類を保持する．ウインド
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図 2 SSTDの DTD（一部抜粋）

ウの種類には “COUNT” と “TIME” がある．
“COUNT”の場合，指定された数のストリーミ
ングデータを受信する毎に処理を行い，“TIME”
の場合，指定された時間の間に受信したストリー
ミングデータで処理を行う．WINDOWSIZEに
は処理を行うストリーミングデータの数（ウイ
ンドウサイズ）を保持する．SLIDINGSIZE に
はウインドウのずらし幅を保持する．

2.1.2 SSTDの設計の変更
ストリーミングデータ処理機構に社会センサを登
録するために，SSTD に登録情報を記述できる必要
がある．変更後の DTD を図 2 に示す．UPDATE
要素内に “EVENT” を記述し，EVENT DATA 要
素の WINDOW TYPE 属性，WINDOW SIZE 属
性，および SLIDING SIZE属性内に登録情報を記述
する．他の要素については文献 [2]と変更はない．
2.2 評価実験
本節では評価実験の結果を示す．提案機構の有用
性を確認するために，既存の S3 システムの CRON
を用いた実行方法と比較する．従来の S3 システム
では，CRONを用いることで定期的にデータを取得
できる．
2.2.1 実験環境
CentOS6.7，Intel Core i7 CPU@1.86GHz，16GB
のメモリを搭載しているワークステーション上に，
Java1.8.0 131 を用いて提案機構を実装した．S3 シ
ステムのその他の機能は先行研究ですでに実装済み
である．SSFD は Java で，SSTD，SSOC は XML
で記述している．
2.2.2 設定
S3 システムへのストリーミングデータの入力と
して，Twitterのストリーミング APIで取得するツ
イートを用いた．データの取得には，主に Twitter
のストリーミングサーバへの接続時間（グラフ中接続
時間）と接続後から，データを取得して解析関数に渡
す時間（グラフ中データ取得時間）がある．短時間に
データを取得して解析関数に渡すことでリアルタイ
ムに解析できるため，評価項目としてデータ取得にか
かる時間を用いる．実験用パラメータとして，地震
の検出を想定してWINDOWTYPEを “COUNT”，
WINDOWSIZEを “100”，SLDINGSIZEを “100”
とした．
2.2.3 実験結果
図 3 に実験結果を示す．CRON を用いた実行方
法では，社会センサが実行されるごとにストリーミ
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図 3 CRONと EVENTの Tweet取得にかかる時間

ングサーバに接続する必要があるため，提案機構を
用いた処理の方がデータの取得にかかる時間が短く
なっている．提案機構を用いることで，社会センサ
の登録時にストリーミングサーバに接続され，以降
維持することにより解析結果を得るまでの遅延を短
縮できる．

3 まとめ

本研究では，リアルタイムな社会センサデータの
生成を目的として，S3 システムのためのストリーミ
ングデータ処理機構を提案した．提案した機構を用
いることで，受信と解析を並列に実行でき，データ
が発生してから解析結果を得るまでの遅延を短縮で
きることを確認した．今後の課題として，登録セン
サリストに登録される社会センサ数に対する提案機
構の負荷の計測等が考えられる．
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